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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年9月19日(2013.9.19)

【公表番号】特表2010-539258(P2010-539258A)
【公表日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【年通号数】公開・登録公報2010-050
【出願番号】特願2010-524348(P2010-524348)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 255/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/46     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 255/02    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/20    ＣＥＳＺ
   Ｃ０８Ｆ   8/46    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/04    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/14    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/26    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年8月8日(2013.8.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カルボキシル化エチレンポリマーブレンドを製造するための方法であって、
　第１工程では、流体混合反応器内において、０．０５～１５重量部（ｐｂｗ）のα，β
－エチレン系不飽和モノ及び／又はジカルボン酸若しくはその無水物（カルボキシルモノ
マー）、又は少なくとも１種のカルボキシルモノマーを含有するモノマー混合物、及び５
０～２００℃の１時間半減期温度（ＴＨＷ／１ｈ）を有する０．０１～１０ｐｂｗのフリ
ーラジカル形成開始剤を、エチレンホモポリマー類（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）及び／又は≧
８０～９８重量％のエチレン／２から≦２０重量％のＣ３－１２オレフィン単位の組成を
有する直鎖状エチレンコポリマー類（ＬＬＤＰＥ、ＥＯＰ）から選択される、≧２０ｇ／
１０分のＭＦＲ（メルトフローレート）（１９０℃／２．１６ｋｇ荷重）を有するエチレ
ンポリマー１００ｐｂｗへ加え、３０～１２０℃の反応温度で５～１２０分間にわたりグ
ラフト重合させ、続いて、
　第２工程では、
（ａ）前記第１工程で得られた変性エチレンポリマー１００ｐｂｗを、
（ｂ）エチレンホモポリマー類（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）若しくは、８５～９８重量％のエ
チレン／２～１５重量％のＣ３－１２オレフィン単位の組成のエチレンコポリマー類（Ｌ
ＬＤＰＥ）、又はＬＬＤＰＥ及びＨＤＰＥからなる化合物若しくは反応器ブレンド（ＨＤ
ＰＥ／ＬＬＤＰＥ－ブレンド）から選択される、＜２０ｇ／１０分のＭＦＲ（１９０℃／
２．１６ｋｇ荷重）を有する未変性エチレンポリマー若しくはポリマーブレンド１５０～
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４，０００ｐｂｗ、並びに
（ｃ）１０～１００重量％のプロピレン及び０～９０重量％のエチレン及び／又はＣ４－

１２－オレフィン及び/又はジエン単位の組成のオレフィン系エラストマー、又は１０～
８０重量％のビニルアセテート（ＥＶＡ）若しくは（メタ）アクリル酸エステル単位（Ｅ
（Ｍ）ＡＥ）を有するエチレンコポリマー０～４，０００ｐｂｗと共に、
重量測定式注入装置によって反応押出機内へ連続的に注入し、
結果として反応器の終端で０．０５～１重量％のカルボキシル化度を有するグラフト変性
オレフィンポリマーブレンドが連続的に排出されるように１６０～２６０℃の温度で上記
の各成分を反応させることを特徴とする方法。
【請求項２】
　カルボキシルモノマーとしてのマレイン酸無水物（ＭＳＡ）及び／又はアクリル酸（Ａ
Ｓ）若しくはそれらの混合物を、ビニル芳香族化合物類、及び／又はアクリル酸若しくは
メタクリル酸のＣ１－１２－アルキルエステル類の群からのコモノマーと共に、９９～２
０重量％のカルボキシルモノマー／１～８０重量％のコモノマーの組成で、前記第１工程
において使用することを特徴とする、請求項１に記載のカルボキシル化エチレンポリマー
ブレンドを製造するための方法。
【請求項３】
　前記第１工程では、エチレンホモポリマー（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）及び／又は９０～９
８重量％のエチレン／２から１０重量％のＣ３－８－オレフィン単位の組成を有する直鎖
状エチレンコポリマー（ＬＬＤＰＥ＊）から選択される、２０～１，０００ｇ／１０分の
ＭＦＲ（１９０℃／２．１６ｋｇ）を有する粒子状エチレンポリマー１００ｐｂｗへ、Ｍ
ＳＡ０．２～１２ｐｂｗを単独で、又はスチレン０．０２～６ｐｂｗとのモノマー混合物
として、５０～１２０℃及び１２０～１８０℃の異なる１時間半減期温度（ＴＨＷ／１ｈ
）を有する少なくとも２種のラジカル形成開始剤からなる混合物０．０５～５ｐｂｗとと
もに加えて、５０～１００℃の反応温度で、８～８０分間の反応時間にわたってグラフト
重合し、続いて
　第２工程では、押出機内へ、前記第１工程において得られた変性エチレン（コ）ポリマ
ー１００ｐｂｗと、エチレンホモポリマー類（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）又は９０～９８重量
％のエチレン／２から１０重量％のＣ３－８－オレフィン単位の組成のエチレンコポリマ
ー類（ＬＬＤＰＥ＊）、若しくはＨＤＰＥ／ＬＬＰＤＥブレンドから選択される、０．１
～２０ｇ／１０分のＭＦＲ（１９０℃、２．１６ｋｇ）を有する１８０～３，６００ｐｂ
ｗの未変性エチレンポリマー若しくはポリマーブレンド、並びに５０～７５重量％のエチ
レン及び２５～５０重量％のＣ３－８－オレフィン単位（ＥＯＲ）、又は７０～１００重
量％のプロピレン及び０～３０重量％のエチレン及び／又はＣ４－８－オレフィン単位か
らなる、少なくとも１種の公知の安定剤及び／又は酸化防止剤を含有する、エラストマー
（ＥＬＰＰ、ＰＥＲ）１００～３，０００ｐｂｗを連続的に注入し、１７０～２５０℃の
素地温度で反応させ、０．１～０．６重量％のカルボキシル化度を有するグラフト変性オ
レフィンポリマーブレンドが押出機ノズルから連続的に取り出すことを特徴とする、請求
項１及び２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記オレフィン系エラストマーは、別個の混合工程において加えられる一次酸化防止剤
をオレフィン１００ｐｂｗに対して０．０１～５ｐｂｗの量で含有することを特徴とする
、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ビニル芳香族化合物類がスチレンを含むことを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　アクリル酸若しくはメタクリル酸のＣ１－１２－アルキルエステル類が、メチルメタク
リレート（ＭＭＡ）、又はメチルアクリレート（ＭＡ）若しくはエチルアクリレート（Ｅ
Ａ）若しくはブチルアクリレート（ＢＡ）を含むことを特徴とする、請求項２に記載の方
法。
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【請求項７】
　９０～５０重量％のＭＳＡ及び／又はＡＳ／１０～５０重量％のスチレンが使用される
ことを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記オレフィン系エラストマーは、立体障害フェノール類の群からの化合物、又は各場
合において少なくとも１種の一次酸化防止剤及び１種の二次酸化防止剤の組み合わせを含
むことを特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記オレフィン系エラストマーは、１つの立体障害フェノール化合物及び１つのホスフ
ァイト化合物を含むことを特徴とする、請求項４に記載の方法。
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